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畷㌣護憲器謹書嵩話語器詳記とセットでお買い上げ店へ

リモコンエンジンスターク

エンスタ・工ル

取付・取扱説明書

雄獲， 　エンスタ・エル 

取付・聴取説調書（保証書付）
このたびは、エンスタ・エルをお買い上げいただき誠にありがとうございます。

正しくお使い頂くために、取付・取扱説明書を必ずお読みください。

又、注意事項を十分に理解されるまで取り付け、取り扱いはなさらないでください。

尚、この取付・取扱説明書は車検証入れなどに保管してください。

万一、ご使用中にわからないことや、具合の悪いことが起きた時お役に立ちます。

：・・この取付・取扱説明書では安全上重要な項目に下記のマークを表示しています0‥

；△危険・‥死亡を含む重大事故の原因と成り得ることを意味する。

壁室生＝
毒　口

△注意

死亡を含む重大事故に至る可能性があることを意味する。

又、法律に違反することを意味する。

人身事故の原因と成り得ることを意味する。

又、事や製品の損傷、故障等の原因と成り得ることを

意味する。

△警告
本製品は、特定小電力無線設備の技術基準適合証明を受けています。分解したり改

造したりすることは法律で禁じられていますので、絶対になさらないでください。

リモコンケースの裏面に貼られている技術基準適合証明ラベルははがさないでくだ

さい。このラベルがはがれた状態で使用すると電波法違反となります。
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愈静聴‘l付けできる車lま・・・

▲国産車のみ、お取り付け可能です。
外国車へのお取り付けはできません。

△危険
詳しくは車種別専

用ハーネス適応表

をご覧ください。

△危険

△危険

△注意

▲オートマチック車のみ、

お取り付け可能です。
マニュアルミッション車へはお取り付けはできません。

▲12V車のみ、お取り付け可能です。

24V車へのお取り付けはできません。

▲電子制御燃料噴射装置搭載車のみ、

お取り付け可能です。
電子制御燃料噴射装置搭載車、及び一部のディーゼル車

で、イグニッションキーのみでエンジンを始動することが

できるお車のみ、お取り付け可能です。

エンジン始動時にアクセル操作やチョークレバー操作を必

要とするお手、電子制御キャブレター搭載車へのお取り付

けはできません。

＄ご注意

△注意▲エンスタ●エル単体でのみ、お取り付け可能です。
他社製のエンジンスターター、もしくはターボタイマーが

取り付けてあるお車にはお取り付けはできません。

（併用すると、それぞれが正しく動作しない恐れがありま

す。）

－4－

△危険

愈腐り付i十の前iこ

▲シフトレバーは、必ずPレンジに入れてく

ださい。

△注意▲お車のキ‾は必ず抜いてください。

△危険
▲パーキングブレーキは確実にかけてくださ

い。

A警告▲
車種別専用ハーネ

ス適応表をよくご

覧になり、お車に

なった当社型専用

ハーネスをご使用

ください。

MgMo

工具は商品には同網

されていないので、

別途ご用意くださ

いo

他社製ハーネスは使用しないでください。
他社製エンジンスターター、もしくはターボタイマー用

ハーネスを流用・加工しての取り付けは絶対にしないでく

ださい。車両故障、製品故障の恐れかあります。また保証

対象外になります。

▲取り付け工具について

この商品を取り付ける際に必要な工具は一般的には次の通

りです。

プラスドライバー・プライヤー・ニッパ・スパナなど。
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愈車種別専用lヽ一ネスの取り付け

MfMo

キースイッチの醸

カプラーは義

は車種別専用

状なのでそれを目安’

にしましょう。

MfMo

アンダーカバーを

取り外す際、車種
によってはスピー

カーカバー内や、

コインボックス等

に隠しネジが付い

ている掲合があり

ます。

MfMo

ステップ7　キースイッチの配線カプラーを探

します。

配線カプラーの位置は大別すると次の4タイ

プになります。

優駿i

アンダーカバーを外し、キーシリンダーより出

ている配線の約20－30cm先にカプラーが位置

しているタイプ

専用ハーネス例

∴冨プ玄

ステアリングコラムカバーを外し、キーシリン

ダーに直接接続されているか、もしくは王こと

リンダー直近に位置しているタイプ

専用ハーネス例

イブ3

ヒューズBOXやジャンクションブロックに直

墜壁堕されているタイプ

専用ハーネス例

△注憲

黒車種別専用lt一ネスの取り付け

閏醒野

本圃机でいるの南己線カプラーが2箇所に分れているタイプ
で、必ず全て接続

してください。

MfMo

それぞれの位置が離れているものもあります。

専用ハーネス例

諾霊薬三三222
外した際に、キー

でエンジンが始動

できか．、ことを確

離しましょう。

この時エンジンが

始動するようでし

たう、外したカブ’

ラーが間違ってい＿

ます。

Å注憲
カプラーの接続は

振動等で外れない

ように、最後まで

確実に差し込んで

｛ください。＼公注意

塗装されている金

属蔀分や、車の振

動等でゆるんでし

まう嬉所に取り付

けると、本体がう

まく動作しない軍

があります。

専用ハーネスを接続します。
発見したキースイッチの配線カプラーをいっ

たん外します。

車種別専用ハーネスを、外したカプラーの間

に割り込ませます。

三三芝23　アース線を接続します。

車種別専用ハーネスから出ている、黒色アー

ス線を車体の金属部分に確実に締め付けます。

ー7－
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△注意
黒オートマ車りク事の諜報

ステップ1の前に　以下の操作ではエンジンを始動させないでください。

プラ＿と本体のカ　もし、エンジン始動させた場合は、本体のカブラを外してステップ1から

誓書蒜　やりなおして下さい。
に、本体のパワー

スイッチは入れな

いでください。

MfMo

点滅しない場合は、

アースが確実に取

れているか、また

ハーネスの品番が

間違っていないか、

再確認してくださ

い。

△注意
この時、エンジン

は始動させないで

ください。

五三之＿Z7　本体のパワースイッチをONにし

ます。
イグニッションランプ（緑）が3回点滅した

鐙、消灯します。
またこの時本体から、プープー

がします。

三三之22　キーをさし込み、ONの位置にし

ます。
この時、本体からでる断続音が、ブプソ　フ

ァノ　ブプノ・・・へと変化します。

△注憲三三之Z3
シフト操作は、

ゆっくり行ってく

ださい。

シフトレバーをPレンジからRレ

ンジへと動かします。

本体からでる断続音が、プププッ　プププッ

プププソ・・・へと変化します。

△注意
踏まないとシフト　三三224　シフトレバーをRレンジからPレ
操作ができない草

もあります。

△注意
断続音が変化した

ことを必らず確認

してください。

ンジへと戻します。

この時、本体からプププッ　プーと音が鳴り、

オートマチック車の判定が終わった事を知ら

せます。

三三之＿Z5　キーをOFFの位置に戻し抜き取り

ます。

オートマチック車の認識は

ー8－

囲i

念動作確認

△危険三三三27
安全の為、サイド

フレーキをしっか

りと引いてくださ

い。壷大事故につ

ながる恐れがあり

ます。

MgMo

イグニッションが

ONになると、本

体にあるイグニッ

ションランプ（緑）

が点滅します。

リモコンのスタートスイッチを押

します。

リモコンのロッドアンテナを最後まで引き出

して、スタートスイッチを音（ピピン）が鳴る

まで押します。

三三之＿Z2　お車のエンジンが始動します。

本体が信号を受信すると、まずメーターバネ

上土が点灯します。そして数秒後にセルモー

ターが廻りエンジンが始動します。
一度で始動しない場合は、3回まで自動的に

再始動（リトライ）します。

再始動してもエンジンか始動しない場合は10

ページの「エンジンかうまく始動しない時」を

参照してください。

△注意三三ユZ3
車種によっては、

キーをACCの位露

にしないとシフト

レバーが動かせな

いものもあります。

その場合は、キー

をACCの位置まで

廻して確認してく

ださい。

△注憲
ター搭載車ではリモ

コン始動後少し遅れ

てメーターパネルが

点灯することがあり

ます。

シフトセンサーの確認をします。

リモコンでエンジンが始動した後、キーをさ

さずにフットブレーキをしっかりと踏みなが

ら、シフトレバーをゆっくりとPレンジからR

レンジへと動かします。

この時エンジンか止まる事を確認します。

止まらない場合は11ページの「シフトセン

サーがうまく働かない時」を参照してくださ

い。

五三之24　シフトを戻し（Pレンジ）リモコン

で、再度エンジンを始動します。

三三∠＿Z5　リモコンのストップスイッチを押

しエンジンが停止する事を確認し

ます。
リモコンのストップスイッチを音（ピーのが

鳴るまで押します。本体か信号を受信すると

エンジンは停止します。

以上で動作確認は終了です。
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eうまく動作しない時iま・・・

？？エンジンは始動しているにも関わらず数秒で停止してし

まい、自動的に再始動（i）トライ）が行われてしまう場合。

曝書誓書諾露語器嵩警られ

五三芝＿Z7　一旦本体のパワースイッチを切ります。

MfMo

車両によっ

から⊥端子

れるお軍もあ

五三と＿Z2　車両のオルタネーターから出ているL

端子線を探します。
L端子線とはイグニッションONの時1－3V、エンジ

ンが掛かっている時12－14Vになる線です。

五三之23　付属の灰色コードを接続します。
付属の灰色コードのギポシ端子の付いていない方を、

オルタネーターから出ているL端子線に付属のエレク

トロタップで接続します。

ステップ4　灰色コードのギボシ端子を図のように

本体に接続します。
灰色コードをエンジンルームからグロメット等を利用

して車室内に引き込み、エンスタ・エル本体の灰色

コードに接続します。

三三芝プ5　モードスイッチの3番をONにします。

L端子検出への変更は終了です。

パワースイッチをONにしてリモコンで問題なくエンジ

ン始動できる事を確認してください。

－10－

MfMo

フットブレーキと

は、フット式パー

キングブレーキの

事ではありません。

MfMo

お車のリヤストッ

プランプを点灯さ

せる為の線です。

（‾△注憲
接触不良がおきな

い櫛こ確菜に取り

付けてくださ

念うまく動作しない時鴫・・・

園？？リモコンでエンジン始動後、シフトレバーをPレンジからRレンジへと動かしてもエンジンが停止しない場合。

軽輩’器窯業；驚農芸二島：崇篤芸嵩
トブレーキ検出へと変要しましょう。

辿プ1　一旦本体のパワースイッチを切ります。

五三之Z2　車両のフットブレーキスイッチを探し

ます。
フットブレーキスイッチはブレーキペダルの根元付近

にあります。

三三之23　ブレーキペダルを踏んだ時に12Vにな

る線を見つけます。
ブレーキペダルを踏まない時は0V、踏んだ時に12y

となる線です。

五三之Z4　付属の白色コードを接続します。
付属の白色コードのギポシ端子の付いていない方を、

tSTEP3］で見つけた配線に付属のエレクトロタップで

接続します。

三三芝Z5　白色コードのギボシ端子を図のように

本体に接続します。

以上でフットブレーキ検出への変更は

終了です。パワースイッチをONにして

リモコンでエンジンを始動させ、フットブレーキを踏ん

だ時にエンジンが停止する事を確認してください。

一11－
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念書種取り付けを行います

MEMo

例えば、リヤシー

トとリヤスピーカ

トレイの隙間等を

利用して取り付け

ます。

五三之Zl　室内アンテナを取り付けます。

車室内の運転に支障のない、確実な場所に取

り付けます。

△注意三三之22
婁内アンテナの金

属プレート部は折

り曲げは可能です

が切断は不可です。

本体のアンテナジャックにアンテ

ナ線を差し込みます。
アンテナジャックに差した後、抜け防止フノ

クにアンテナ線をかけます。

三三之Z7　配線を収納します。
ここまでに配線した、コード、アンテナ線等を

ビニールテープや付属の結線バンド等で確実

に固定してください。

△注憲三三∠Z2
本体は直射日光の

当たる場所、エア

コンの吹き出し口

等、高温になる場

所には固定しない

でください。

△危険
ボンネットを開け

て作業をしている

陳に、誤って始動

操作が行われると

大変危険です。必

ず目立つ場所に

貼ってください。

本体を取り付けます。
本体を運転操作の邪魔にならない場所に、付

属の両面テープ等を使用して取り付けます。

付属タ、ソピンクビスが使用できる場合は併用

して確実に固定してください。

五三之Z3　外したアンダーカバー等を取り付

けます。

エンジンルーム内の目立つ場所に貼ってください。

貼り付ける際には汚れや油分等をきれいに除去してく

ださい。

以上で取り付けは終了です。
－12－

愈各種取り付けを行います

腔輩∋…霊㌢孟器認諾慧霊蒜
作を行い人身事故が起こることを防ぐことができる様になり

ます。できるだけボンネットスイッチの取り付け、配線を

行ってください。

取り付けに関しては、ボンネットスイッチに添付の取付説明

書をよくお読みください。

こ手芸らチ配線揃う場 � 

畷㌢嘉詰諾誓需嵩嵩三㌢器
止させる事ができるようになります。

五三＿之Z7　運転席のドアスイッチ配線を探しま

す。
ドアを開けた時は0V、閉めた時に12Vとなる線

五三之Z2　付属の紫色コードを接続します。

付属の紫色コートのギホシ端子の付いていない

方を、STEPlで見つけた配線に付属のエレクト

ロタップで接続します。

五三之23　紫色コードのギボシ端子を本体に接

続します。

以上でドアスイッチ配線は終了です。

パワースイッチをONにしてリモコンでエンジンを始動させ、

ドアを開けた時にエンジンが停止する事を確認してください。
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eAeS装着車忙お乗りのお婁様へ

リモコン始動時にABS警告灯が点灯する場合はキー始動学習を行っ

てください。

五三二LZ7　キーをONの位置にします。

△漣憲∴三三∠Z2　上記操イ誓10秒後以内＿にリモコン
のストップスイッチを押します。

本体から断続音（アブノブナノ‥・）が鳴り

ます。

MfMo

念ご使用上の注意

▲オートライト装着車について

オートライト装着車ではオート状態のまま夜間にリモコン

にてエンジンを始動すると、お車のライトが点灯してしま

い、リモコン停止や自動停止後に消灯しません。

そのためバッテリー上がりの原因となりますので、ライト

スイッチはOFFの状態でご使用ください。

10秒以内に操作が

完了しない渇合は

設定できません。

裁定で富ません。

体俵から“ピー

ピー’‘短、う警告

音がします〉

ステップ3　上記操作後30秒以内にキー操作

でエンジンを始動します。

本体から音（プププッ　プー）がしてキー始動

学習機能が設定されます。

ステップ4　キーをOFFの位置にします。

以上でキー始動学習機能の設定は終了です。
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ドアスイッチ接線を

行うことで、ドアを

ジンを停止させるこ

ともできます。

▲オートチルト装着車について

オートチルト及びマイコンプリセット装着車では、リモコ

ンでエンジン始動後、乗車してキーを差し込んでも、作動

しないことがあります。これはお手のセキュリティシステ

ムが作動しているためで、異常ではありません。一旦エン

ジンを止めて再度キーにてエンジン始動を行ってくださ

い。尚、ドアスイッチへの配線を行うことで、ドアを開け

ると同時にエンジンを停止させることもできます。13

ページの「ドアスイッチへの配線方法」参照。

▲リモコンドアロック装着車について

純正及び一部の後付けリモコンドアロック装着車では、リ

モコンによるエンジン始動中は、リモコンドアロックが作

動しない渇合があります。これはリモコンドアロックの仕

様によるもので、異常・故障ではありません。

キーを使ってドアを開閉してください。

▲始動距離について

始動距離は、周囲の環境、室内アンテナの設置状態、リモ

コンの扱い方などによって変化します。一般に周囲に鉄筋

コンクリートの建築物があったり、高圧送電線や大出力の

無線等のノイズ発生源があったりすると始動距離は短くな

ります。

ー15－



ご使用上の注意

△注意
シフトレバーは必ずPレン

ジに入れてご使用ください。

Nレンジでは使用しないでく

ださい。

パーキングフレーキは、必

ずかけてください。

△警告
公道上ではご使用にならな
いでください。必ず駐車場、

又は私有地内でご使用くだ
さい。

（公道上での使用は違法とな
ります）

△危険
お車にボディーカバー等を

掛けたままでご使用になら

ないでください。

（火災の恐れがあります）

△危険
リモコンでエンジンを始動

する時は、車の近くに可燃

物がないことを確認してか

らご使用ください。

（火災の恐れがあります）

△危険
お子様を車内に乗せたまま

でのご使用は、絶対になき

らないでください。

（事故の恐れがあります）

△注意
他社製エンジンスターター

やターボタイマーとの併用

は、絶対にしないでくださ

い。（故障や誤動作の原因と

なります〉

－16－

△注意
斜面で使用される場合は、

必ず輪止めをしてください。

△危険
密閉されたガレージ内では

ご使用にならないでくださ倖〇一＼

い。

（排気ガスか充満して危険で

す）

△危険
ボンネットを開ける時は本

体のパワースイッチを切っ

てください。又は別売のボ

ンネットスイッチを取り付

けてください。（事故の恐れ

かあります）

△危険
リモコンは、お子様の手の

届く所には、置かないでく

ださい。

（事故の恐れがあります）

△注意
バッテリーの弱っているお

車や改造車では、正常にエ

ンジン始動できない場合が

あります。

ご使用上の注意

軽く、，ミ �△危険 下記の場合には、パワースイッチを切ってください。 ○整備、車検等でお手をお預けになる場合 ○当製品の取り扱い方を知らない方が運転する場合 （事故の恐れがあります） 

J／一 � 

△警告
この製品は特定小電力無線

設備の技術基準適合証明を

受けております。分解・改

造することは法律で禁じら

れています。（絶対にしない

でください）

△注意
リモコンは、高温になる場

所には放置しないでくださ

い。

（変形、変色や故障の原因と

なります）

△注意
リモコンを落としたり、硬

い物にぶつけないでくださ

い。（故障の原因となりま

す）

△警告
リモコン、本体が汚れた場合

は、薄めた中性洗剤をしみ込ま

せた布をよくしはってからふ

き、乾いた布でもうー度ふいて

ください。

ベンジン、シンナー等は絶対に

ご使用にならないでください。

（変形、変色や故障の原因とな

ります）
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△埜室生＝毒　口

ラベルを剥がしたり、ラベ

ルの無いものを使用するこ

とは法律で禁じられていま

す。（絶対にしないでくださ

い）

△注意
リモコン、及び本体は水に

濡らさないでください。（故

障の原因となります）

△注意
本体の内部に物を入れない

でください。（故障の原因と

なります）又、分解・改造

はしないでください。（保証

できません）

△注意
ヒューズ切れの前後は高温となります

ので、交換には充分注意してください。

又、交換作業等でのヒューズキャップ

つけ忘れや、取外したままの使用は危

険ですので、必ずキャップが付いてい

る事を確認してください。

尚、一部車種においては、動作中

ヒューズ周辺の温度が上がる鴇合があ

りますが異常ではありません。



黒ご使用方法

△注意
降車時に、下記の

薯を確認してくだ
さい。

1パーキングプレー～

キを確実にかけ

る。

2シフトレバーはP

レンジにいれる。

3，必要に応じてエア

コン（ヒーター）

をセットする。

4．キーを抜く。

MfMo

三三とZl　本体のパワースイッチをONにし

ます。

イグニッションランプ（緑）が3回点滅しま

す。同時に本体から音（アンプップのが鳴り

五三乞Z2　リモコンでエンジンを始動します。

リモコンによるエ

ンジン始動中は、

本体から警告音

（プ・、′）が数秒間随

で鳴り続け、使用

者にキー以外での

エンジン始動を知　三三∠23

らせます。

△注憲
シフト操作を行わ

ずにキーをOFFに

してもエンジンは

停止しません。

△注惹く

iノモコンのロッドアンテナを、最後まで引き

だして、スタートスイッチを音（ピどのが鳴

るまで押します。数秒後、セルモーターが廻り

エンジンか始動します。
一度で始動しない場合は、3回まで自動的に

始動操作（リトライ）をします。

走行します。
お車のキーを差し込み、ONの位置まで回して

ください。あとは通常どおり走行できます。

尚、ドアスイッチへの配線を行っている場合、

ドアをあけるとエンジンは停止しますので、

キーにて再度エンジン始動してください。

議器菰垂範璽芦十干三：I三幸エン、ジニ空動中は：Ij干コンのストップス
イッチを音（ピーツ）が鳴るまで押す事で、ただちにエン

ジンを停止させる事ができます。

まで回すと、セル

モーターを病める

恐れがあります。

MEMo

この時イヴニッシ

ンランプは消灯

す。

膠岩詰るエンジン始動後、約20分でエンジンは自動

－18－

愈ご使用方法

ステップ7　キーをONの位置にします。

△注憲三三之Z2
10秒以内に操作が

子へ完了しない塙合は

技定できません。

△注惑う三上Z3
30秒以繭こ操作が

完了しない場合は

設定できません。

（本体から．●ピー

ピー．．という警告

音がします）

△注憲
0秒以内に操作力

完了しない掲合は

設定できません。

A注意
30秒以和こ操作が

完了しない場合

殴定できませ

（本体から当ピー

ピー能という誓

音がします）

上記操作後10秒以内にリモコンのろ

トップスイッチを押します。

本体から断続音（プアノブプッ‥）が鳴ります。

上記操作後30秒以内にリモコンのろ

タートスイッチを押します。

本体から書（プププップー）書かして、ターボタイマー

が設定されます。

ステップ4　キーをOFFの位置にします。

以上でターボタイマーの設定は終了です。

三三∠27　キーをONの位置にします。

三三之＿Z2　上記操作後10秒以内にリモコンのろ

トップスイッチを押します。

本体から断続音（ププッププッ・・）が鳴ります。

五三之23　上記操作後30秒以内に再度リモコンの

ストップスイッチを押します。

本体から音（プププップープー）がして、ターボタイ

マーの設定が解除されます。

ステップ4　キーをOFFの位置にします。

以上でターボタイマーの解除は終了です。
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愈ご使用方法

△注意
必ず安全な状態で

お事を駐車してく

ださい。

MgMO

車輌によってはターボ

タイマー作動中にキー

が抜けない場合があり

ます。

この場合は別売の

「彊キーロノクアダプタ彊

ご使用ください。

腫蜜⊃≡：窪謹話詰宝器；誓言
ドリングの時間が設定されます）エンジン始動後30秒

未満は、ターボタイマーが働きません。

ステップ7　キー、又はリモコンでエンジンを

始動させます。

五三之＿Z2　走行します。
また、車軸によっては

正常にターボタイマー

が作動しない境合があ

この場合は別売の三三之23
「タ「ボタイマースト

ル院止アダプタ」をご

使用ください。

走行終了後、キーをOFFの位置に

します。

本体からカウントダウン音（プノブノブッ）か

して、ターボタイマーが作動を開始します。

畷言語吉富器詳器誌憲を

車を使用しない状態が15日間以上続くと、バッテリー

の消耗を抑えるスリーブ機能がはたらきます。スリープ

機能がはたらくと、リモコンによるエンジン始動はでき

ません。

スリープ機能を解除するときは、本体のパワースイッチ

を一旦切って入れなおすか、キーを使ってエンジンを始

動させてください。

－20－

△注意
お買い上げの製品に

セットされている電

池は検査時に機能や

性能をチェックする

モニター電池のため、

短期間の使用で寿命

となることがありま

す。

念書シ子＋シス

畷二つ藷監篤誓書諾茶器謀議
10，000回以上（通常の使用で約2年程度）ご使用でき

ます）

△注意三三∠Z7　電聖た竺ずします。
電池ぶたを押しつけるようにしながら矢印の方向にス

ライドします。
＿電池を交換の際は、

個とも新品の電

池（酸化銀電池

SR44）に交換して

ください。

△注意壬三上22　電池を交換します。
電池の十、－の向き

に注意します。

MgMo

電池交換後は送信テ

ストを行いましょう。

△注意
専用ハーネスを外し
たり、整備の際にお

韓I絵露
語畿（その他設定）か

らやり直す必要があ
ります。

MfMo

IDコードの設定は

本体側の操作で行
えますので、本体を
お送りいただく必
要はありません。

△注意
元のリモコンは使用
できなくなります。

五三＿223　電池ぶたを閉じます。
はずしたときの逆の要領で電池ぶたを閉じます。

園田蒜責諜こ崇謹書霊器器黒
尚、本製品はメモリーセーブ機能を採用しております。再度

お使いになる場合、パワースイッチをONにするだけでご使

用できます。

畷㍉患禁諾謹書不可能の場合）した場合は、
この場合、新しいリモコンの旧コードを本体に登録する操作

が必要です。

詳しくは、リモコンに添付の説明書をご覧ください。

リモコンは、販売店または取扱店へご注文ください。
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e揚陸とお考えlこなる前iこ

このよう即‡ �チェックしてください �処　　　置 

リモコンのスタートスイッチを押しても一昔が 鳴らない �○スイッチを押す時間が矩〈和はせんか？ �00、3秒以上スイッチを神目ノてください 

Oリモコンの径池は消舵していませんか？ �○僻也短靴信二交輝一丁ください 

リモコンのスターートスイ′十をl中一てもまっ �iO昔時ピソ）紳るまでスタートスイノ需用していますか？ �○音iiノビビツーがするまで伸してください 

たく作動しか－ �つお堂のキーがONになっていませんが �○キーを0円にして〈I：さい 

0リモコンのアンテナを伸ばしていますか？ �0アンテナを伸よ㌧てください 

0室困アンテナのアンテナプラグが椎かレ夙れてい彊柄、ll �0アンテナプラグを若＿込んでください 

Oi）モコンの碍池は消粍していませんか？ �！こ餓也を親告交樵してください 

0粧iO）Iりテリー端子を外しだことがありませんが �Oiオートマチック車の忠誠を行）でください 

015叫川上ンジンの始動を行われ状態でしたか？ �Cスリーブモードにな／）でいます 村本の′り一・スイノ予を出切／，て入れi廿すがキー操作 

i〔）お車のパッチ）一朝立ていませんか？ �C常時のバッテ中一を発電してください 

0エラーランプは点滅していませんか？ �0エラーランプを帖灯させてください 

リモコンのスケートスイi／ナ瑚け　メ上ダーバネ �0お中のシフi・レバーがPレンジ（：入／）でいますか？ �eシフトレバーをPレンジに入れてください 

ル旧聞するが始細ノない �Oiお車の／中計）－は弱っていませんか？ �？お事の′リテリーを福江でください 　　　　　　　　　　　　　エでくキ） 

リモコンのスタートスイノ十を押すと再始動 �（こ）オ男ネ一夕ー出陣iii鵬のi搬な霊草はあ帰航か？ �○オル舛一　一L団子用練れてください　　評 

を行うがエンジンは始動しない �Cか宮のパッチi主点擁立でいませんか？ �iつお車のバッテリ一一を充電してください 

本体の′強勅∫人引出、 �0初のとこし－ズが肋／していませんか？ �○ヒューズを菊鎖工でください 
iOi馴iハーネスのカプラーが外れていませんか？ �iOカプラーを確実に差∴込んでください 

Ci剛ハーネスの保線Iアース鰍が帰していませんか？ �一〇点線Iア一一ス細　を梱′相二接続してください 

本体のエラーランプが点滅工でリモコン始動 �〇朋1時のドアスイッチへの配線〈作動邦子って、序を開 いていま甘んか。 �0ドアを閉めてiく／：iきい 

できなし， 

○ボンネットスイッチ（オプション）の配線を行ってボンネ／ トをi細いていませ，iLが） �lつボンネ小郁甲）てください 

○ドアスイッチへの配線椎意）が間違っていませんか？ �O」上し〈醗線ノてください 
一〇フットブレーキへの離別必要噺が間違っていませんか？ �C正しく配線してください 

始動距離が矩くか）だ �○リモコンの電池は消耗していませんが？ �一〇職蛇縮it直交摸してください 

e悟コンのアンテナ出鼻の一柳働していませんが �C離＿朝雄アンテナに触れかはうにしてください 

○リモコンのアンテナを伸ばしていますか？ �0アンテナを伸ばしてください 

0室内アンテナのホールがゆるんでいませんが） �○ポールをレ）が）と縮め直してください 

〇納アンテナのアンテナプラグが本伽、ち舛tていませんか？ �C亘ンテナプラグを差し込んでください 

○周囲の環境は変化していませんか？ �1015ページの臨動距離について」を参照してください 

ターボタイマーが作動しなし、 �0ターボタイマーの設定を行っていますか？ �0ターボタイマーの設定和一てください 

0エンジンを00砂以上始動させましたか？ �050砂以上始動してください 

0フットブレーキへの配線（必要時）を行った時、フットブ レーキを踏んだままキーを0円にしていませんかり �0フットブレーキを踏まずにキーを0肝にしてください 

〇　一 〇お車のシフトレバ－がPレンジに入っていますか？ �○シ7トレバーをPレンジに入れてください 

0ボンネットスイッチ（オプション）の配線を行ってボンネッ トを聞いていませんか？ �0ボンネット描iめてください 

リモコンのスタートスイッチを押すと本体の �0お車のシフトレ′トがPレンジに入っていますか？ �0シフトレバーをPレンジに入れてください 

イグニッションランプとエラーランプが交互 �0お車のキーがACCになっていませんか？ �0キーを0肝にしてください 

に点滅し、普岩音（ピーピー）が鳴る �0専用ハーネスの品宿は止しいですか？ �0ハーネス表を融踊瑠してください よ蘭の車離・年式・型式をハーネス表に照合後、品勧／ ●擬器、藷結滞篤いI 

通常使用時のブザー音一覧表
（オートマチック車認識・ターボタイマー設定・キー始動学習を除く）

ブザー音 �本体のブザーが鳴る場合 

本体の餓原が入った場合（同時にイグニッションランプも3回点滅） 
プッ �リモコンによるエンジン始動を自動検出した場合／オルタネ一夕（L端子）配線が正しい場合 

ププッ �リモコンでエンジンが始動した場合 

ブソ　ー　ナー � 

リモコン始動直後から5秒間隔で鳴り始め、残り時制こ連動して線引こ短くなります 

自動停止直前（1分前）は連続副こなります。 
アッ　　　プー �ターボタイマーでエンジン駆動中 

ターボタイマー作動直後から1秒間隔で別始め当期時間に連動して縁付こ短くなります。自助停止直前白砂潮は運範宮になります。 
「i∵「∵ �スリープから復帰した場合 

ピーピー �I）モコンでエンジンが嫡勤しか、甥合　オルタネ一夕（L節子）配線が間違えている勘合 

ピーピーピー �リモコンで始動中にエンジンがエンストした場合 

ピー・‥　ピー �車両との相性が悪い（悪くなった）賜金（イグニッションランプとエラーランプが交互に点滅） 

＊当社サービスへお問い合わせください。　　●密告官はキーをONにす坤滞止します。 

愈仕　様

漢型式名　　　　　　ES－2T

O技術基準　　　　RCR標準規格　テレコントロール用

無線設備適合

○送信周波数　　　426MHz帯の10波のうち1減便用

賀通信方式　　　　単方向通信方式

○送信出力　　　　1mW以下

○電波方式　　　　MSK変調1200bps

O呼出名称　　　　送信時自動送出

S周波数安定度　　±4ppm以下

○周波数偏移　　　±25kHz

Oスイッチ　　　　エンジンスイッチ（スタート／ストップ）

1重量　　　　　　20g（電池含む）

型式名　　　　　　ESゼR

O受信周波致　　　426MHz稀の10波のうち1波使用

〇割言感度　　　　－9dbI‘∨以下

音局発安定度　　　±4ppm以下

○アンテナ　　　　114人室内アンテナ

○動作温度範囲　　－20℃一十70℃

○復調コード　　　アドレスコード32ヒット／

コントロールコート8ヒット

○電源電圧　　　　最低動作電圧DC85V

最高動作電圧DC16V

獲送信確認方法

音送信時間

鵜送信休止時間

鵜送信アンテナ

○制御コート

音動作温度範囲

S定格電圧

漢使用電池

○電池寿命

○外観寸法

園田閏
鵜消費電力

S始動検出

■安全対策

○ヒューズ

○タイマー

〃重量

フサー

3秒以内

2秒以上

内蔵ロッドアンテナ

アドレスコード32ヒット／

コントロールコード8ヒソト

ー20℃一十60℃

DC3V

酸化銀電池SR44×2個

電池交換なしで10000回以上送信可能

65mm（H）×29mm（W）×12mm（D）

（突起部除く）

通常待機時平均10mA以下、

スリープモード時　500IjA

専用ハーネス（自動）、

オルタネ一夕L端子（選択）

パーキングポジション（自動）、

フットブレーキ（選択）、

ドア開放（任意）、ボンネット開放（任意）

自動車用フレートヒュース25A

20分後自動停止

300g

mパワー系制御電流突入電流80A

最大電流25A

m外観寸法　　　　30mm（H）×114mm（W）×80mm（D）

（突起部除く）

仕様及び外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがってこの保証書によってお客椋の法律

上の権利を制限するものではありません。

《保証規定〉
本製品は、厳重な品質管理のもとに製造され、検査に合格し、出荷されておりますが、お客様の正常な状態でのご使用中、万一故障が発

生した場合には、本保証書に記載の内容に基づき、無償修理させて頂きます。

●修理は、お買い求め頂いた販売店に、本保証雪および不具合内容等を記入したメモ等を添えてご依頼願います。
‾＼、また、修理の際は必ずリモコンと本体をセットでお渡しください。（リモコンのみでは修理できません）

Jこの保証書は日本国内に於いてのみ有効です。ThiSWarrantyiSVaiidinJapan

●本保証書は再発行致しませんので、大切に保管してください。

なお、下記に該当する場合は、保証期間内であっても保証の対象とはなりませんのでご注意ください。

1お客様の故意または過失による故障と認められた塙合。

2　興品を分解したり改造したりした形跡が認められた場合。

3．火災、天災、事故、その他紛争等による損傷。

4．当社専用ハーネスをお使いになっていない塙合。

5．取付・取扱説明書中の注意事項を守られなかったことにより発生した故障、損害等。

6，保証書の添付がないか、あるいは記載事項に不足がある場合。

●消耗部品（電池、アンテナ等）は保証対象外です。

●修理によって生じた交換部品は原則としてお返しいたしません。

●本製品の製造中止5年以降l幻要用電子部品の製造中止等により修理不能になる場合がありますので予めご了承ください。

※保証期間経過後の修理については、お買い求め頂いた販売店又は当社サービスまでご相談ください。

修理によって機能の維持が可能な場合は、お客様のご要望により有価修理致します。

梯甥会社抑ブ○〒189琵票露器蒜


